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消
防
ふ
れ
あ
い
広
場

　
幼
児
期
に
お
い
て
正
し
い
火
の

取
り
扱
い
に
対
す
る
し
つ
け
と
、

消
防
の
仕
事
を
理
解
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
火
遊
び
等
に
よ
る
火
災

の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
消

防
ふ
れ
あ
い
広
場
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
写
真
は
平
成
18
年
10
月
の
消
防

ふ
れ
あ
い
広
場
開
催
の
様
子
で
う

る
ま
市
民
芸
術
劇
場
と
う
る
ま
市

石
川
会
館
・
う
る
ま
市
き
む
た
か

ホ
ー
ル
の
各
消
防
署
管
轄
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
の
内
容
は

映
写
で
防
火
映
画
を
鑑
賞
・
消
防

自
動
車
見
学
・
ミ
ニ
消
防
車
搭
乗
・

放
水
体
験
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及
活
動

　
既
存
住
宅
の
す
べ
て
に
設
置
さ

れ
る
よ
う
法
の
趣
旨
や
機
器
の
種

類
、
取
り
付
け
方
な
ど
を
周
知
す

る
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
て
防
火

防
災
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
員
と
各
自
治
会
等

の
皆
様
の
お
力
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。

　
う
る
ま
市
消
防
本
部
で
は
火
災

に
よ
る
犠
牲
者
を
少
し
で
も
減
ら

し
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に

向
け
て
高
齢
者
世
帯
や
独
居
老
人

宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普

及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
火
パ
レ
ー
ド

　
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
初
日

に
行
わ
れ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
に
は
、

消
防
車
両
が
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園

（
所
）
付
近
を
通
過
す
る
時
間
帯

に
、
各
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
が
沿

道
に
で
て
防
火
演
技
を
行
い
、
そ

の
後
に
地
域
を
パ
レ
ー
ド
し
「
火

の
用
心
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
取
組
み

防
火
対
象
物
及
び
危
険
物
施
設
の

立
入
調
査
、
学
校
や
各
事
業
所
等

の
避
難
訓
練
、
三
署
合
同
訓
練
等
。

※炎が天井に燃え広がったら初期
消火は困難ですので、早めに避
難し消防署へ通報しましょう。又、
火のついた油鍋には絶対に水を
かけてはいけません。

①安全ピンを引き抜く。
注意点：どのメーカーも安全
ピンは上に引き抜くタイプで
統一されています。

②ホースをはずす。
注意点：ホースの中間部分を
握るとはずしにくいので、ノ
ズル付近を握ってホースをは
ずしましょう。

③ノズルを火元に向けレバ
ーを強く握る。
注意点：火から約1.5～2ｍ離
れた位置でレバーを握り徐々
に近づいていきます。その時、
煙で火元が見づらくなりますが、
しっかり火元をねらいましょう。

覚えて 
おこう！

消火器の使い方消火器の使い方消火器の使い方


